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　　　一一東京語の観察にもとつく覚え書一
大石下太郎
1　プロミネンスとアクセント
　　　ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ
　　一まえ高型とあと高型
　1．　プロミネンス，卓立強調あるいは対比強調の表現では，アクセントの型
が明瞭に実字される，それが破壊されることはない，といわれるGまた，それ
はプロミネンスが文中の特に注意の向けられている主要語をはっきりと聞きと
らせるための発音法で，漉酌，玉壷的衷現だからだと説明されている。
　　あれは延会討論会じゃなくてガ「そト　一一　plクオソでしょう　　ソ糀オ古田さんが
　　いってるんだろ　　数多くの財iペラを作りました（プロミネンスの音調の昇降を
　　i　iで示す。）
　これらの例では，たしかにアクセントの型に従った高低変化すなわち音調が
きわだたされている。これがプロミネンスの音調の代衷的な型だとはいえるか・
もしれない。だが，ブPミネソスの音調には，これと違ったものもありそうに．
恩われる。
　2．次のような音調が実現されることは多い。やはリブPミネンスとみる。
　　シ喜ヲ「b／「漸が道楽　　万1レ「ラ1ワそれがわからない　　刃列▽レくどうする
　　もうイiッシ唄yiカlyがまんしてください　　トi一キョー一力1イカlvlsフみんな
　　知ってますね
　語の発音にそれぞれ二つの山があるが，第一の山はアクセントの山で，これ
があるかぎり，アクセントの型が保持されているということはできる。しかし
．それにしても，牙卿こ第二の山のあることは音調購造の上で注蕎1されなければな
らない。しかも，この型，すなわち，中高型アクセントの語，頭高型アクセン
トの熱の場舎，アクセント核に後続する拍のうち（多くの場合その最後の拍）
に高さを置く型は，プロミネン’スの音調の型として大きな勢力をもっているよ
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うに見受けられる。
　また，次のような，二段丘とでもいいたいものがある。
　　オ「トー［ワおとなしい　　＊山の雪がキ浮「再バ……（＊印は作った例。他はす
　　べて拾った例。）　少数のシ陽ソ「男］ワ喜ぶだろう。
　すなわち，平板型アクセントの語，尾高型アクセントの語の場合，語末に当
る拍にプ・ミネンスの高さの置かれる型である。これも戸出と同様，大ぎな勢
力をもっている。なお，この際，平板型がくずれることも注撰される。
　二山と二段丘とは，アクセントの型の相違にもとづいてあらわれる別である
が，これを合わせて，プロミネンスの音調の「あと高下」とよんでみる。これ
に対して，アクセントの型に従って，プロミネンスの高さの実現されるものを
「まえ轡型」とよぶことにする。
　また，シャiシiンiキ，カiレiうのような，いわば「まえあと高台」も認め
　　　　　ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　へ
られるが，まえ高小・あと高型が基本のもので，まえあと一型は特別強調のた
めに喪いられる合成型だといえよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　し　ところで，プロミネンスの高さがあるという認定は構によるか。　（a）まえ
高型ではうアクセントの高の部分が特にきわだって高く発せられていること。
ガ拷トー引クオンは，強調のない発話における刺イトー唄クオンに比べて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ高まり方が著しい。（付図1）　（b）二段丘のあと高型では，アクセソ5の高の
部分の末部が特に一段と高められていること。オート司トでは，第4拍が第2，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　ロ3拍より一段と高い。（付図2）　（c）二山のあと斜里では，アクセントの低の
部分の末部が高められていること。カiレ1うは，カiレラに比べて，第3拍が
高められているという違いをもつ。（付図3）
　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ
　したがって，まえ高型及び二段丘のあと高歩では，プロミネンスの高さは特
　　　　　　　　　ヘ　　へ高となるが，二山のあと高邑では必ずしも特高とならない。語の音調に変化を
与え，語をきわだたせる目白勺は，それでも十分達せられるからである。
　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ
　また，まえ高型とあと轡型とを比べると，まえ砂型では高低の幅が契機とな
　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ
り，あと三型では高低の変化が契機となる。そのため，まえ高階の場合は，特
に後続の部分を低くして当の部分を浮きあがらせるようなやり方もしばしぽ用
『いられるように観察される。
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　3．　デiソネッtキ汐あるのよ　　独身のカ1タ1ッテいう条件がつくんです　　キ1ナ
　　i到（黄な粉）ッテいったでしょう　　故障がオiコレ円ト踊る
　　　ヘ　　へなどもあと高型と見られるが，これらはそれぞれアクセントの醗を破壊してい
ると見なければならない。
　これらはいずれも声声から2拍判こアクセント核のある語だが，語末に当る
拍にプロミネンスの蕩さが置かれてアクセント核が失われることがあるのであ
る。この場舎もし，デ1ンネツUキ，力貝タ，娼ナUコ，オ極llルだと見る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へことができるならば，これは一種の二三のあと高楽で，アクセント核は保持さ
れているといえるし，その方が観明には便宜だが，どうもそう見るのは実情に
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ舎わないように思う。事実は二段丘のあと三型をなして，アクセント核が失わ
れていると見られる。
　な：1お，ウ「シ「ラ（牛は1）とウra’i「ラ（馬は），ムrAコ「勇ワとムr7・ヌ「「デ1
ワとの相違がある，ここではプロミネγスによる高まりの擬前の拍がアクセン
ト核に当る場含は，そこに早わざの降昇Vがある（川上纂氏が指摘しておらオτる。
一一一一 u東京語の卓立強調の音調」爾語研究，第6号）（付図4，5）ということは，　ア
クセントの型が重きをなしていることの誰拠で注目すべきだが，デレネツ
陸ラ刺タ，キ｝ナ｝コ，オ｝潮ルの場合がこれと違うのは，語のつながりの
間の現象と三内都の現象との梱違なのであろうか。
　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　結局，まえ三型のプロミネンスの音調はアクセントの型に従うが，あと二型
のプロミネンスの音調は必ずしもアクセントの型に従わない場合がある。アク
セント核が失われる場合もあり，また，アクセントの型による音調のほかに，
独｝警の高低変化を加える形をとる場禽もある。
　4．　ゲ1ソポー「ラ戦争放棄をうたっているんだ　　ゲ「｝シュー「ラ3万円ほど　　レ
　　昏シi下ワ申しませんが歴史酌なヂ｛ニカ「1　［一Sl－i係があります　　臼一グノヨ「ト
　　（藩虞の雛）よんでよく治まった機のPt　イメトシニiサ1エなりました
などにおいては，助詞にプロミネンスが麗かれているのだが，これらにおいて
は，プロミネンスとアクセントの型との関係はどうなっているだろうか。
　助詞がそれぞれ自己の独立したアクセントをもつという見方（服部四郎「交飾
とアクセント」民俗と方言No．3，4　金田一春彦「日本語のアクセソ1・　」講座現代国語
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学Dに従えば，これらの場合は，そのアクセントの型に従ってプPミネンスの
高さが実現されたもの，あるいは，列ンポーiワ，トトグノヨトト，ダiイメ1
一シニiサ1エのようなアクセントの型どおりの発音だとも見ることができる。
ところが，一意のアクセントは先行する自立語との組合せできまるという見方
に従って，ゲ］ンポーワ，ゲFシュ　一一ワ，レ瑛シ［ワ，ヂiエカニ，FI一グ
ノ璽ト，絹イ刈一シニサエがそれぞれアクセントだと見るならば，上掲例は
レ1キシi絹ワ，ゲiッシュ■ワを除いて，すべてプロミネンスによって助詞
のアクセントの型が破壊されているものと見られることになる。この見方によ
れば，…｝ガ，…汐，…カ1うのような独霞のアクセントは考えられず，…1ガ
…1ワ，…カ1うのようなプロミネンスの音調だけが考えられることになる。
　なおまた，
　　＊ハ「シメi頭ラ調子がよくなかった一一一ハ費〉メカ「ラ……　　イr（タイ「勇ケ欝っ
　　てしまう一一串イRタイダ「憂……　　＊ロ汐トf；if’liカリ君っている一U「ヨトバ
　　「刃リー＊コ「ヨトバ勤リ……
などのような例について見ると，プロミネンスの音調が助詞においては自由に
変化する傾きがある。ここにはどうしてもアクセントの型の破壊があると見な
ければならない。そして，これは，もともと助詞においては，アクセントが独
立してあるにせよ，先行向立替との組合せによってきまるにせよ，その型の勢
力が弱いからだと言ってよさそうに思う。このことは助動詞についても同様に
欝えるのではなかろうか。とにかく，こうして，助詞・助動詞においては，プ
ロミネンスはアクセントの型を侵すと雷わなければならないようである。しか
しまた，アクセントが文節にきまっているという兇刃を取れば，上掲例はすべ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へて文節を単位としてプロミネンスの二山あるいは二段丘のあと高卑と見ること
ができる。
　　こういう返事をシ「｛’1シ隊iガ　　総理大賢を追究シf［シ「珂ラ　　そんな金が
　　ア1ル1ナ1ラ
などは助動詞にプμミネソスの加えられた例だが，これも：文節を単位としてみ
　　ヘ　　りしれぽあと二型である。
　5．　ワタ1シ回そう思っています　　そういうノミア臼「モある
のような音調がある。第2拍上昇という東京藷のアクセントの型（と一応よん
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でおく）にもとづいていえば上昇が1拍あとへずれている。これをプロミネン
スの「おそあがり」とよんでみる。しかも，アクセントはワPシワ，パ「ライ
モであるべきだから，…シ｝，…イ1も騰におちない。やはリアクセントの型を
破壊している現象である。これはこう解される。シの編あるいはイの狛の高さ
を特にきわだたせるために，その直前のタの拍，アの拍が特に低められた。こ
　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ
れがおそあがりの理由である。また，シの拍，イの拍の高さをきわだたせるた
めに，その二三のワの回りモの拍が低められた。これが平板型アクセントを侵
した，ないしは後続する鼠講のアクセントの型を侵した理由である。
　それでは，シの拍あるいはイの拍の高さがきわだたされるというのは何か。
　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　へ
これはいうまでもなく，あと高型である。あと三型のいわば変種としておそあ
ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　　　　ヘ　　　へ
がりがあるのであり，おそあがりのあと高型では，高く付くはずの助詞が低く
付くこともあるといえよう。
　しかし，これは強度のプロミネンスの場合の型だといっていい。ワタiシワ，
　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　　　し　　　し　　ヘ
パア1イモのような単純なおそあがりとしてプロミネンスの音調が実現される
こともあり，それはワ刻シ【ワ，バア拷【モに比べて強調の度合が弱いと感じ
られるからである0
　6　いえ，「ヌイカの皮ではありません　　’宮誠県じpなくてけキダ蓬ケソだってい
　　ったら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　へのような，低かるべき第1拍から高く出るプロミネンスの音調が，まえ高型の
場合しばしばあらわれる。上昇が前にくりあがった形で，いわばプロミネンス
の「早あがり」である。（東京式アクセントの第2拍上昇の型としての勢力の強さ
に，問題があるのではなかろうか。早あがりの型の背景にそれがあるのかもしれない。
たとえば，ケ「シポー・f－1ハソ，ク「予シ司ギレ，テ汐列イなどの「は，一iに比べ
て，一般のことばの使い手にとってとらえにくいのではなかろうか。オiテiガミ，ゴ
臼ヨービ，コ按ッ・「リなどの合口的な語については，多少状況が違うようだが，一般
に第2拍上昇は型としての勢力が弱いのではないか。）
　7．　私霞身の電話における経験を例としてあげよう。
　　……刑一イシと申します　（オーイさんですか）　職一イFシです　（は？オー
　　シさんですか）　いえ，痢一「≧シです
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　私の名前はオ1一イシである。しかし，オFイ1シ，」1“　F　iイシなどの形を
取らざるをえなかった。
　　＊・「一F須一は変だよ，・「一「デ肩一だね
　　シダ両ヤナギか，シダ「勇ヤナギか
なども似た例である。つまり，意味との対応をはなれた，形としてだけの語音
の一部分の強調，このようなものもプロミネンスに入れるとすれば，それによ
るアクセントの型の破壊の例はさらに考えられようQこれはことばの音調の秩
序にいっさいこだわらないものである。形としてだけ意識されて，いわぽ語音
がすでに語音でない単なる音となっているような場合だから，こういうことの
あるのは当然ともいえる。
　8．　以上，プロミネンスの音調について，観察しえた範囲の吟味をしてきた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へが，まとめてみれば，プロミネンスの型にまえ高型とあと高型とがある，まえ
　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　へ
高型の中に畢あがりの型がある，あと高承の中におそあがりの型がある，なお
音調の秩序からまったくはずれた，語音の一部分の強調の，いわば別種プロミ
ネンスがある，というところまで到達したわけである。
　そうして，アクセントとプロミネンスとの開連については，助詞・助動詞以
外の語については，プロミネンスによってアクセントの型が破壊されるのは特
殊な場合だといっていい。助詞・助動詞のような，本来アクセントの型の勢力
の弱い語は，プロミネンスによってアクセントの型が破壊されることがしばし
　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へばある。一般の語については，あと高型の場合，デレネッiキなどのような語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ末から2拍欝にアクセント核のある語にまた，ある場合あと高度の平板型にア
クセントの型の破壊が見られるが，そのほかには，アクセントの型が（核が失
われるという意味で）破壊されるようなことはまずなさそうである。しかしそ
れとは別に，二山の型や第1，2拍間の高低変化（第2拍上昇）の消失など注
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ目すべき音調の変形があるので，ことにあと高型を認める以上，プロミネンス
の音調はアクセントの型をき：わだたせるものとだけいうわけセこはいかないので
ある。なお，形としてだけの語音を動かしている，いわば別種プロミネンスに
おけるアクセントの型の破壊は，切り離して考えていい。
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2　高さ・強さ・長さ
　1．　プロミネンスでは文中の重要部分が強く発音される，それによって音調
が影響される，つまり，強弱変化が高低変化を支配する，と一般に言われてき
た。あるいは，強弱・高低の対比を顕著にすると説明されてきた。これに対し
て，プロミネンスは声の上昇によって示されるとして，高低変化をプロミネン
スの手段と見る立場（川上藁「棄京語の卓立強調の音調⊃や，プロミネンスには
強さ・高さとともに長さが加わるうしかも臼本語のプロミネンスにおいては，
長さが最も主要な要素だと見る立場（大西雅雄陶製語のプ・ミネソス」音声学会
会報，第94号）もある。私がこの稿で述べてきたところは，もっぱら高低変化へ
の着臨こよるものだったが，ここであらためてこの問題を取りあげて，実地に
ついて少し吟味を加えてみよう。
　2．　プロミネンスの高さの実現されている部分には，同時に強さが加えられ
ていると感じられることが多い。ことに早あがりの場合など，概して強めの感
じも著しい。しかし，線画な強さが感じられず，高さだけの感じられる場合も
少なくない。
　　　　　　ヘ　　へ　特に二山のあと高型で特高にならない場合のプロミネンスには，特励の強さ
：が加わっていないことが多いと観察される。
　3．　まれに，強さの変化の方が高さの変化よりも印象的である場合がある。
　　ソ「フ退属ぶりを認められて
　しかしこの場合も，少し注意深く観察すれば，特洌の強さと同時に特溺の高
さが加わっていることをとらえることができる。そしてソiノの二拍の間セこは，
実は高さの差がほとんどなくなっている。むしろ普通のプロミネンスの音調ソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ
レと比べてみるとこれは著しい。（付図6）すなわち，早あがりともとらえられ
　　　　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へる。これと早あがりとは裏表だともいえる。
　4．「場所を書っているらしい。」「すいかの皮ではありません。」を，「場所」
「すいか」にそれぞれ強調点を置いて雷うと，普通には，
　　＊パFショオイッテイルラ函イ　　＊ス「1ヵノカ列デワアリマセソ
，となる。すなわち，プロミネンスの高さは，強調しようとする語の上だけにあ
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らわれるのではなく，そのあとまで持続される。準アクセント現象の実現の姿
に沿って持続されるのである。とはいえ，実際に同じ高さが持続されるのでは
なく，高さは漸早していく（付図7）のだが，型としては，上記のように持続さ
れると見ていい。（「すいかの皮」に強調点が澱かれる時は，このような高さの
漸衰は見られない。）これに対して，高さと岡時に加えられる強さの方は，強調
される語だけ，それも語頭だけに加えられるもののようである。この点，強さ
の加えられ方の方が合理的であるともいえる。
　5．　しかし，高低の聴覚的把握は比較白勺容易だが，強弱の把握は容易でない○
拍を単位として高低変化をとらえるような流儀に強弱変化をとらえることは，
まず不可能である。また，音声学白勺強さと物理学的野さとの間にはかなり大きな
ずれがあるものであって，音声学的強さの客観自勺把握はきわめて困難である。
’しかも一方，上述のように，プロミネンスにはつねに著しい高低変化が実現さ
れるとすれば，プロミネンスは高低変化すなわち音調によってとらえていくこ
とが適当であり，また，それで足りると考えていいであろう。たとえ強さが主
導契機で高さが随伴するものであったとしてもである。ことに，特別の強さの
変化がなく，高さの変化だけによる場合が少なくないということも重視されな
ければならない。書語学il勺把握のためには特に，高さによることが唯一一の可能
かつ有効な方法だと考えられる。もちろん，ことばの使い手としての主体的立
場では，心理納生理的把握のかぎりで強さも生かされてはたらいているものに■
は違いないが，これをすべて雷語学酌にとらえて秩序づけうるものではないG
　6．　プμミネソスにおいて長さのi要素が加わるということについては，次の
ような例を見る。
　　臼一グノヨ　昏よんで　　イ「ツダ”iヒ「司ヒデサソでございました　　夕方咲く
　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まシ「司イ　刑一キナ花の名まえ（一の部分は発音が緩。〈は間を示す。）
　　＜　　　　　　　＜　　　　　　　　、
　このように，高さの特別な変化に添えて長さが実現されたり，また，もっぱ
ら長さが卓立強調を威りたたせていると見られる場合もある。これをプロミネ
ンスとよぶとすれば，長さが日本語のプロミネンスにおいて無視することので
きない要素であるということについては問題はない。しかし，長さが，少なく
も聴覚的に把握されるかぎりでは加わらず，高さ・強さだけでプロミネンスの
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戒立する場合も非常に多いという観察は誤まっていないだろう。要するに，日
本語のプロミネンスとしては，高さの変化，強さの変化，長さの変化があり，
それらがしぼしば複合約に実現されるのである。
3　強調される概念と音調の形
　1．　28人のうちでコ「フ覇ソガクノt，　ps「至二あたります　　ジr7“ソノウヂ1エ「璃
　　チタ「刀ワわからない　　ナ「勇バソノ「Qll．．　fデお待ちください　　＊ジ1一ヲソノ
　　ゾ1エキ区カリ考えている
では，強調されている概念は，それぞれ〔この音楽の男〕〔自分のうちへ落ち
たの〕〔7番の前で〕〔自分の利益ばかり〕であると考えることができる。便宜
豹な書い方をすれば，rこの音楽の男」「自分のうちへ落ちたの」「7番の前で」
「臼分の利益ばかり」という各回達結が強調されているといえる。また，
　　＊……コ「フ邪ソガクノオ警コ「三……　　＊ジ汐ソノウー7］エ1罰jチタノ「ラ……
の形を取ると，強調されるのは「この音楽の男に」「自分のうちへ落ちたのは」
となる。こういう単純な構造観は不十分であるかもしれない。ただ要は，ここ
で，助詞にプロミネンスの高さが置かれた塾舎，強調されるのはその助詞だけ
でなく，その助詞の付属する語あるいは語連結まで包んだものになるだろケと
いうことである。
　これと違って，単独の助詞自体が強調される場合もある。たとえば，
　　ガRコー「ン討論会？　いや，ガ「1コー「デやったんです
などの場合のように。
　しかし，助詞の本来の性質から，上記のような語連結ぐるみの強調の場合が
普通である。このことは，助動詞についても同様であろう。つまり，普通の場
合には，助詞・助動詞へのプロミネンスということでなく，助講・助動詞に高
さのある場合も，それの付属する語ないし語連結まで包んだものにプPtミネソ
スが鷺かれていると考えるべきことになるQ
　2．　コ「フ刑ソガクノオ昏勇二当ります
という形をとる場合は，強調されるものは「男」である。コレ’オiソガクノオ
・irF同ニ……の場合との穏違が注演される。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　へ　ここから，次のように考えられる◎あと高型において，その語を修飾する語
あるいは語連結がある場合，プロミネンスはそれまで含んだものに置かれてい
ると見ていい場合が多い。（ただし，それの範囲はおそらく修飾関係の性格や
形式構造によって規定されるところがあるはずで，追究の必要がある。）また高
型においては，プロミネンスはその語に置かれている。
だから，
　　シ「珂ノオ「トー「ηワおとなしい
は，「下の弟」を強調する表現として成立するが，
　　＊シ「斑ノオ「トー臼ワおとなしい
は，ド下の」と「弟」とが概念の重複をなしている表現における「弟」の強調
としか見られない。
　　＊飼トークソノオ「トー臼ワおとなしい
　　幽門トークソノオ「トー一「下一1ワおとなしN，　N
　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ
では，まえ高型の方は「弟」の強調，あと高型の方は「佐藤君の弟」の強調，
という梢違は明瞭である。
　　＊ワ「タシノ「ヲ「ニワおとなしい
　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
は，まえ高型で「兄」を強調している。これに対するr私の兄」を強調するあ
へ
と高型は，
　　＊ワPシノ三二「ヴ可おとなしい
　　　　　　　　　ヘ　　へとなる。すなわち，あと高野はこの場合，語「兄」の上には実現されず，夕：節
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ「兄は」の上に実現されている。これは2拍の語「兄」にあと高型を実現させ
る方法がないからである。アクセントの型は違っても，「姉」「孫」等について
　　　　　　　ヘ　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も同様である。あと高型は，ア1ネ汐，マ1ゴllワのように文節の上に実現さ
れるだろう。（まえ高型では，ア「：ネワ，マ「町ワとなる。）
　　　　　　　　　ヘ　　へ　つまり，語の上にあと高型の実現不可能の場合には，後続する付属語を高め
る表現におきかえられると見られる。
　　＊ナ「ヲ：“1バソノ同エデ……一ナ「ヂ1バソノ同工「デ……　　＊ジr7“ソノウヂi
　　エ「璃チタノワ……一一一ジPソノウづ…「工闘チタ「刀ワ（＊牙］チタノ汐）……
　　＊ジFfソノ巨「1エキバカリ……一＊ジ汐ソノ頭エキ肉カリ（＊ア1エキパ「勇リ，
　　＊！i‘一1エキノミ「；司り）　…　。・。
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のそれぞれの相違も解釈される。ただし，唄工1デは上記の見方で片づけられ
るが，牙一PチPτノ可ワ，靖工riノ：「カリのような音調が普通には実現されない
のは，2拍の語という限定をおかす。これについてはあとで取り上げる。
　3．寧コ「ン頭ソガクノオト「司ニ……　＊ナ「li：’iバソノマエ「デ……　＊ジ「ラソノウ
　　ヂ1エオチタ「71ワ……　粗汐ソノ勇エキ「荊カリ……
の形をとっても，強調されるのは「この音楽の男」「七番の前で」「自分のうち
へ落ちたの」「臼分の利益ばかり」である。唄ノオiンガクノオト「ヨ可二も，
コ1ノオレガクノオU朝二も，強調するものは同じである。したがって，型
　　　　　　　　ヘ　　へとしては，末部のあと二型の高さだけが必要で，頭部の高さはなくてかまわな
　　　　　　　　　　　　　コも　　へい。つまり強調部分の末部にあと二型の音調を配すれば足りるのである。
　要するに，1箇にまとまった完全概念（妙なことばだが，助詞・助動詞などだけ
で表わすようないわば付属的概念に対して，自立語が中核となって表わす概念を，かり
にこう名づける）の強調のためには，プロミネンスの高さは1個で足りるという
　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へことができる。それは原則として，まえ高説でもあと高直でもいい。しかし，
その概念を表わすことばが別こ2箇以上の完全概念を表わしうるような講造の
　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ語連結より成る場合は，その末部にあと高型の音調を置けばいいということに
なる。強調の度あいなどのニュアンスの相違はもちろんあるが，プロミネンス
の基本的な型としては，以上のように考えられる。だから，
　　＝1ソ「肩ノ「手』一ゴク「一i－1ノボFxキfiダ「シゼッノヶッ岡ウ「｝司スルチ
　　ョ「ラセツノ司ガイグケ「デ1モ（今度の中国との貿易の断絶の結果受けまする薩接
　　の被害だけでも）……
のように，演説などで力説するような場合，プロミネンスの高さが，極端に
は，置かれうるかぎりの場所に置かれるようなこともあるが，この例などでも，
特に力説するのでなければ，……ヒ【ガイダケげ睡と最後の一つだけ概いて
強調は成り立つ。なおこれは，……ダ「列デモ，……ダケデ葎の形を取るこ
　　　　　　　　　ヘ　　へともできる。助詞とあと山型との関係は，さらに検討を要する。
　4．　さきに，オチ再，雇ワ，　靖工r｝ノ層カリのような音調が普通には実現
されないのを不審としたが，これは，理由は付属語の側にあるようである。「東
京大学は（も，に，の，が……刀は，
　　トFキョータ「イガ「；グ10，～ガPO，～ガク「σ一
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のような形を取りうるが，「東京大学から（まで，ほど，には，へも……）」は，
　　ト面戸キョ一汁イガ「列○○，～かゆ○○
のような形を取りにくく，普通，
　　ト「＝一キョーダ1イガク◎○，～ガクOnt　l
のような形を取る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　つまり，付属語が1拍の場合は，それに前接するt3立語にあと高下の音調の
高部が実現されるが，付属語が2拍以上の場合は高部は付属籍の上に大体限定
される。このようなことに関連しても，なお，吟味してみるべき問題があろう。
4　強調とプPtミネソス
　1．　プVミネソスとは何かということはたな上げにしていろいろ述べてきた
が：’この最初のテー・’grに問題がないわけでは決してないQ
　声による強調表現にプuミネソス（prominence）とイソテソシテn（inte－
nsity）の2種があるとは，　H．0．　Coleman以来考えられてきて，鶏本語に
もその別があると認められている。もちろん，その典型麟な場合については両
表の男嬉は明瞭だが，判別の困難なものも決して少なくない。両者が同時にはた
らいていると見られる場合もある。「だが，何よりも，本稿でプロミネンスとし
てあげてきたものの中に，その点で聞題になるものはないか。
　へ　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ
　まえ高型については文句はなかろう。あと高型をあらためて吟味してみる。
それについて気になることは，川上棊氏が，イソテソシティに最後の翻あるい
は最：後から二つ目の拍を高める型のあることを指摘しておられる（r強調の種類」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ雷語研究，第31号）ことである。本稿でプPtミネソスのあと高型としたものは，
形としてはまさにこれである。しかし，それとこれとは実質は溺である。やは
り卓立，文中の特に注意の注がれている主要語に加えられた強調の発音法だと
見るほかはない。
　　ミrtサソガタ判ワよくわかっておる，二「濁ソキョーサソトーFeよくわかって
　　いる，しかし「万1レ「ヲ運ワわからない
　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　ヘ　　への中には，まえ高型・あと高型がともに用いられているが，それぞれプロミネ
ンスの下調だと見られよう。
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　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　では，まえ高覧とあと高型とは，同じくプロミネンスの畜調として，どう相
　　　　　　　　　ヘ　　へ違するのだろうか。まえ高志は，その語の表わす概念を強く指示しようという
　　　　　　　　　　　　　　　　し　　へ意識にリードされる発音法の型，あと二型は．特に語がはっきりと聞きとられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へることをi闇主とする発音法の型と君えないだろうか。すなわち，まえ高型では
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ社会的慣習としての音調の型のままに語が強く提出される，あと高型では，声
の勢力の衰弱していく語の末部を特セこ高めて語音をはっきりさ姑る，すなわち
持続の効果をうむものだ，と解釈されないだろうか。
　　　　　　　　　ヘ　　へ　前述したように，あと高型に，先行都まで包括して強調するはたらきが認め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へられるのも，この持続平な形によるものとも考えられる。これに反して，まえ
轡型では，先行部との間に断絶が生じると見ることができるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　また，確認的，念押し酌等の効果が感じられるのもあと高型の特色となる
が，これが文末に用いられるとき，イントネーシ・ンの一つの注尉すべき型と
してもとらえられるQ
　　＊ソ「レ勇ワ1汐「ヲ／　可シ覇ソ牌／
　2．声を高めたり，強めたりすることによる表現は，ブpaミネンス・インテ
ソシティという強調表現に限られない。たとえば，イントネーションはもちろ
ん強調表現だとはいえない。（少なくも，プμミネソス・イソテソシテ君こついて見ら
れる億どの狭い強調蓑現とは，全体としてのイントネーションの性格は区別される。）し
かし，上にも触れたように，イントネーシ薫ンとプロミネンスとの関係には整
理を要するものがある。とりわけ文四部に当る際は，ブμミネンスの音調がイ
ソトネーシ部ソの体系の申にどう織りこまれるか，とにかく大事な要素となる
だろう。また，句末のイントネーションや文頭のイントネーシ葺ンというもの
　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へを考えるとすると、プロミネンスのあと高等やおそあがりがその中でどういう
位羅をJl：tfiめるか，整理してみなければならない．その辺には今は手がとどかな
い。
　また，軽快な気分での活発な話し方にあらわれるもの（金田一春彦氏の「心理
的反射的事惰といわれるもの」一「＝トパの門口」国語学，錦5韓）やそれを装った
話し方，たとえば接客対話などにあらわれるものなどは，高低変化の著しい音
　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ調を兇せる（ただし，これにはあと高声はあらわれない。）が，これも原理的に，
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ここでいう強調表現ではない。
3，何を強調するか，強調対象によってプロミネンスを分けてみることもで
きるであろう。
A　国会討論会じゃなくてガ「そトー司クオソでしょう
　い　　7番のマエ汐お待ちください
B　学校「フ討論会？　いや，学校「デやったんです
　　一ル「キいいのかい
C　机の上「三置くんじゃなくて，机の上「三置くんだろ
D　シダ「肩ヤナギか，シダ「勇ヤナギか
ガ1．レ・；罰ワわからな
＊ビール「万いいのかい， ビ
　Aは普通一般のプPミネンスで，強調対象は文中の主要語。「7番のまえで」
の場合は，助詞ドで」の受けている「7番のまえ」まで包みこんだものが主要
語に当る。Bは単独の付属語の強調。助詞自身が強調されている特殊な場合。
Cは概念から離れた語形だけとしての語の強調。Dは形だけとしての語音の一
部分の強調。これはすでに語音が語音でない単なる音となっているというよう
な場合だから平郷プロミネンスだ，と先に言った。
　あるプロミネンスがAのものかBのものか，BのものかCのものかなどは，
もちろん，その部分だけ取り出して見たのではわからない。前後の関連の上で
はっきりする。たとえば，
　　a，＊麦は食えないじゃない，■TIギ「Fl　x食えないというところだ
　　b．＊米どころかLTIギ「函工食えない
　aはBに属し，bはAに属する。
　以上，副題したとおりの覚え書で，従来のプロミネンス説を足場として，
一，二の確かめと課題の指摘をなしえたかにとどまる。ただ，話しことば（音
声欝語）の上で音調が：文法的機能にもあずかるところが大きいとの見通しか
ら，イントネーションなどとともに，いわゆるプロミネンスが注羅されるべき
だと考えたのであるが，その辺の追究はいっさい今後に残されている。
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（付図）　国立国語砺究所のピッチレxe・一一ダー（ペン書きオッシログラフ装置）
による高低変化の記録図
　（B発音者は筆者。捻った例については，できるかぎり忠実にその音調を再現するよ
　　うに発音し，作った例については，東京語の音調を実現するように発音したつもり
　　である。
　（2＞記録紙の圓転速度は1秒間6cn1。
　（3）無声音の谷を点線でつないで，全体の起状の姿を大まかにとらえてみた。
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